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    平成２７年３月１１日 ＮＯ.９７（１９７） 

オー君  「ミツバチを飼
か

っている写真
しゃしん

だ。」 

モンタ博士「そうさ。モンタ博士
は か せ

のおうちの近
ちか

 

くで見つけたのさ。ぜんぶで１０ 

箱
はこ

あったよ。ミツバチは巣箱
す ば こ

の中
なか

 

にいるんだよ。」 

オー君  「でも、この写真
しゃしん

、ちょっと変
へん

だ。」 

モンタ博士「そうだね。気
き

がついたかな。まわ 

りの木
き

を見
み

ると、葉
は

っぱを落
お

とし 

ているだろう。これはね、3 月ころの写真
しゃしん

なんだ。」 

花ちゃん 「それじゃ、他
ほか

のハチと同
おな

じように、ねむっているのですか。」 

モンタ博士「そうではないんだ。ミツバチたちは、この箱
はこ

の中
なか

で生活
せいかつ

しているのさ。他
ほか

の

ハチとくらべて大
おお

きなちがいでもあるんだ。」 

花ちゃん 「もう少
すこ

し近
ちか

くで見
み

たいな。」 

オー君  「入
い

り口
口

はどうなってるのですか。」 

モンタ博士「では、ミツバチ王国
おうこく

へどうぞ！」 

オー君  「たくさんいるんですね。」 

モンタ博士「何
なに

か気
き

づく事
こと

はないかな。」 

花ちゃん 「全部
ぜ ん ぶ

で１０匹
ぴき

いますね。手前
て ま え

は 

こっち向
む

いてるけど、穴
あな

の中近
なかちか

 

くのは、おしりをこちらに向
む

けてるよ。」 

モンタ博士「よく気
き

がついたね。おしりを向
む

けているのは、門番役
もんばんやく

の働
はたら

きバチなんだ。」 

オー君  「そうか。巣
す

の入口
いりぐち

にいて、よそ者
もの

や敵
てき

を防
ふせ

いでいるのですね。」 

モンタ博士「そうだよ。触覚
しょっかく

でにおいをかいで、同
おな

じ巣
す

の仲間
な か ま

なら通
とお

すけど、そうでない 

時
とき

には、武器
ぶ き

である毒針
どくばり

をさすんだ。」 



花ちゃん 「えらいね。よくがんばるね。この穴
あな

の中
なか

にはどのくらいいるのですか。」 

モンタ博士「約
やく

２００００匹
びき

のミツバチがいるらしいよ。巣箱
す ば こ

の中
なか

には、写真
しゃしん

のような巣
す

 

      板
ばん

というのがあって、1枚
まい

の巣板
す ば ん

には２０００匹
びき

くらいいるんだ。」 

花ちゃん 「ずいぶんとたくさんいるんですね。それ 

      で、その巣板
す ば ん

で何
なに

をしているのですか。」 

モンタ博士「そうだ。いい質問
しつもん

だね。この巣板
す ば ん

で、 

      花
はな

の蜜
みつ

をハチミツにするんだよ。」 

オー君  「え！花
はな

の蜜
みつ

＝
イコール

ハチミツではないんですか。」 

モンタ博士「またいい質問
しつもん

だ。花
はな

の蜜
みつ

は、ミツバチのえさになるハチミツとは別
べつ

なんだ。 

ミツバチは、花
はな

の蜜
みつ

を原料
げんりょう

として、ハチミツを作
つく

るのさ。」 

花ちゃん 「どうやって作
つく

るのですか。」 

モンタ博士「またまたいい質問
しつもん

だ。巣
す

の中
なか

で花
はな

の蜜
みつ

を受
う

け取
と

った働
はたら

きバチは、蜜
みつ

胃
い

の花
はな

の 

蜜
みつ

を何度
な ん ど

も口
くち

に戻
もど

し、水分
すいぶん

を蒸発
じょうはつ

させるんだ。この時
とき

、糖分
とうぶん

（あまさの程度
て い ど

） 

は４０ ％
パーセント

ほどなんだ。」 

オー君  「４０ ％
パーセント

ではどうしてだめなんですか。」 

モンタ博士「またまたまたいい質問
しつもん

だ。この濃
こ

さではね、巣
す

にためていてもくさってしま 

うのさ。もっと水分
すいぶん

をとばさないとだめなんだ。」 

花ちゃん 「かんたんにはハチミツはできないんですね。」 

モンタ博士「そうだよ。何度
な ん ど

もミツバチの体
からだ

の中
なか

を通
とお

り、酵素
こ う そ

などの作用
さ よ う

をうけ熟成
じゅくせい

さ 

れ、糖分
とうぶん

が８０ ％
パーセント

くらいのハチミツにするんだ。そして、この時
とき

、働
はたら

き 

バチが分泌
ぶ ん ぴ

した抗生物質
こうせいぶっしつ

というものも含
ふく

まれることにより、いつまでもくさ 

ることなくためることができるのさ。」 

花ちゃん 「すごいんですね。ところで、1年間
ねんかん

にどのくらいハチミツができるのですか。」 

モンタ博士「ある資料
しりょう

によると、一つの巣
す

で、６０ｋｇ
キログラム

もできるそうだよ。」 

スプーン一杯のハチミツを作るためには？ 
 スプーン一杯１０ｇのハチミツを作るには、その倍の２０ｇの花の蜜が必要だと言われています。２０ｇ
の花の蜜を集めるには、1 回の蜜集めで２５０個の花を訪れ４０ｍｇ集めるわけですから、５００回の蜜集
め作業をすることになります。一匹のミツバチが 1 日に１０回くらいの蜜集めをするわけですから、５０日
くらいかかることになります。しかし、ミツバチの成虫はそんなに長生きができません。多くて４０日くら
いで、蜜を取れるのは、成虫の２０日くらいなわけですから、約２匹のミツバチが一生をかけて集めたもの
がスプーン一杯の計算になります。どのくらいの花に訪れるかを計算すると、少なくとも１０００００個の
花が必要になるだろうということです。 


